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ワード

深い思考　対話的活動　観点の獲得

工‥・主　張

国語科では′「言葉や対象を深くとらえ,理解や表現の高まり.広がりを求め続ける子ども」

を目指す。

本研究では′　理解や表現の高まり,広がりに向かう深い思考を促すために「自他の理解や

表現の異同を明確にすること」に着目した。

話し合う内容を絞って話し合いの対立点を明確にしたり′　教材文のよさや子どもたちが実

際に表現したものについて検討したりする対話的活動を位置つける。すると子どもは′　理解

や表現の新たな観点を獲得し′　理解を深めたり表現を高めたりしようと思考していく。

このような学びの中で′　読み方や書き方に対する見方を更新し′　自分の読み取りヤ⊃表現を

再構成することで,より深い理解や豊かな表現をつくり出そうとする姿を明らかにした。
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Ⅰ 言葉や対象を深くとらえ,
理解や表現の高まり,広がりを求め続ける国語科

1. 国語科で求める子ども

求める子ども

吉葉や対象を深くとらえ,理解や表現の高まり,広がりを求め続ける子ども

国語科で求める ｢言葉や対象を深くとらえ,理解や表現の高まり,広がりを求め続ける子ども｣

とは,自分がはじめにとらえた理解や表現で満足するのではない｡他者と交流する中で,より深

い理解や豊かな表現をつくり出そうとし続ける子どもである｡

子どもは自分なりの理解や表現ができるとそれで滴足し,再度思考して深めたり高めたりしよ

うとしないことが多い｡それは,どうすれば自分の理解や表現が高まるのか,具体的な見通しを

もっことができなかったり,他者と交流しても自分の理解や表現の高まり,広がりを実感するこ

とが少なかったりしたことに原因がある｡

理解や表現の高まり,広がりに向かうためには子ども自身が,｢これを使うとよさそう｣と理

解や表現の新たな観点のよさに気づき,見通しをもつことが必要である｡ また,理解や表現の高

まり,広がりを実感できるようにするためには,子ども自身が,観点を獲得したことを自覚する

ことが必要である｡

そこで,本研究では,理解や表現の新たな観点のよさ-の気づきゃ獲得したよさの自覚を促す

ために ｢自他の理解や表現の異同を明確にすること｣に着目した｡

自他の理解や表現の異同を明確にするために,話し合う内容を絞って話し合いの対立点を明確

にしたり,教材文のよさの検討や実際に表現したものについて相互評価をしたりする対話的活動

を位置づける｡ すると,子どもは,理解や表現の新たな観点を獲得し,｢それまでの自分の理解

や表現はこれでよかったのか｣と自ら問い返す｡はじめのとらえと比較したり関係づけたりして,

理解を深めたり表現を高めたりしようと思考していく｡

このような学びの中で,読み方や書き方に対する見方を更新し,自分の読み取りや表現を再構

成することで,より深い理解や豊かな表現をつくり出そうとし続ける姿を目指す｡

2.カリキュラム改善の視点
(1) カリキュラム改善の方法

単元の設定に当たり,子どもの生活 ･行事 ･他教科等の学びに関連づけたり,子どもの実態

に合わせた価値あるテーマ設定をし,学ぶ意欲が高まるようにする｡

また,｢話すこと聞くこと｣,｢書くこと｣,｢読むこと｣の能力関連を図りながら,単元の中
で身についた言語能力が,連続して次の単元で生かされるように単元配列を行う｡

(2) カリキュラムの段階性

幼 ･小 ･中の連携で目指す ｢読解表現力 :多様なテキストを理解 ･評価しながら読み,思考

を働かせて表現する力｣を次のように段階的に位置づけた｡

段 階 読解表現力 :多様なテキストを理解 .評価しながら読み,思考を働力させて表現する力の段階性

低学年 内容.表現様式に関心をもって読んだり,経験と結んで自分q)考えを分かりやすく表現したりする○

中学年 表現の効果をとらえて,自分の考えをまとめながら読んだり,相手や目的に応じて表現したりすろ o

高学年 様々な観点から,自分の考えを明確にして読んだり,目的や条件を踏まえて筋道立てて表現した
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3.授業改善の方策

<求める国語科の学びを具現するための学習過程>

<教師の働きかけ>

<追求の足場をつくる過程>

醸成活動

･テーマとのかかわりを深める活動を行う｡

･書き手の工夫が読み取れる教材文や,テーマに沿っ
た作品との出合いをする｡

･学習-の見通しをもつ ｡

◎どのように,読み取ったり,表現したりしたらよい
のか｡

･自力読みの観点を獲得しながら読んだり,モデル文

をもとに見方や書き方を検討したりする｡

テーマに沿った作品や,書き方や

表現対象をとらえる観点を含む文

章を読む場の設定｡

自力読みの観点,書き方や表現対

象をとらえる観点を獲得する活動

の組織｡

<納得のいくわかりを生む過程>

･自力読みの観点を使って共通教材やお気に入りの作

品を読んだり,構想メモをもとに表現したりする｡

◎見つけた自力読みの観点や,対象の見方 ･表現の仕

方を生かしながら,表現したり読み取ったりしよう｡

･より深く読んだり,表現を高めたりするための検討

を行う｡

【対話的活動】
｢読み方や書き方に対する見方の更新｣

｢読み取りや表現の再構成｣

互いの読み取りや表現を交流する

場の設定｡

交流や教材を通して気づいたこと

について話し合う活動の組織｡

検討をもとに,自分の読み取りや

表現を問い直し,高める場の設定｡

<納得のLいくわかりができたよさを自覚する過程> ･理解や表現の変容を自覚したり,

･友達の理解や表魂のよさに気づく○ 織○

◎読み取りや表現を生かして,表現活動に取り組もう○ ･伝え合ったり;学習のまとめをし

･表現したものを伝え合ったり,読み取りを表現活動 たりする活動め組織○

4. 評価法

(1)各過程における理解や表現を比較し,子どもの理解 ･対象への見方,表現の変容を評価する｡

併せて,ノートへの振り返りの時間を確保し,学びの様相を見とる｡

(2)学習内容の定着状況を,時間を置いたパフォーマンステストの実施により見とる｡10 分間作

文の.時間等で,テーマ ･対象を変えて,獲得した表現方法がどのように発揮されるかを見る｡

(3) 単元を超えて,日常の生活や次単元での学びの様相から,｢はたらき｣ として表れる学びを

評価する｡
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Ⅱ-1 実践

第2学年 ｢わたしのそだてているやさいはね｣

1. ｢読み｣での学びを生かし,仲間と交流しながら,対象のとらえ･表現を変容させる学び
｢読み｣での学びを足場とし,｢対象のとらえ｣を深め,｢表現｣を高めていく学びを目指す｡

｢書くこと｣を中心とした ｢読むこと｣との関連指導では,｢書く｣ために ｢読む｣という意識

が弱く,そのために筆者の表現対象のとらえ方や表現方法-の着目が不十分であったり,｢読む

こと｣での教材が ｢書くこと｣のモデルとして児童の実態に合わなかったりすることが多かった｡

表現を高めていくためには,｢読むこと｣の学習に ｢書くこと｣をつなげるのではなく,｢書くこ

と｣の学習としての ｢読み｣を位置づける必要がある｡ 子どもたちが,筆者の ｢対象のとらえ方｣

や ｢書き方｣ を書く目的に沿って読み取り,表現対象を見つめ,見直し,とらえを深めながら自
分の表現を創っていく学びを目指したい｡

本単元では,植物の様子を説明した文章やモデル文を読み,表現対象の見方や表現方法を学ぶ｡

そして,仲間とかかわりながら,繰り返して野菜を観察して表現対象をとらえ直し,表現を高め

ていく子どもの姿を求めた｡子どもたちは,表現対象に対する見方を深め,書き方に対する見方

を更新し,表現を再構成する学びの中で,｢読み｣での学びを｢書く｣中で自分に引き寄せてとらえ,
納得のいくわかり-と高めるのである｡

2. 単元の構想
(1)単元の目標

様々な観点からよく見たり比べたりして野菜の様子をとらえ,内容のまとまりを考えて順序

よく書くと,植物の様子が分かる文章になることを理解し,見つけたことを生かして詳しく伝

2次 教材文のよさを生かして,野菜の観察紹介文を書こう (4時間)

◎構想マップをもとに,野菜の様子が詳しく伝わる文章を書こう｡

下書きをもとに交流して,より詳しく分かりやすい文章にしたいと意欲を高める｡

･野菜を更に見直し,より詳しくて分かりやすくなるように書こう｡

<対象のとらえを見直し深め,表現を高める>

モデル文B (モデル文A につけ足すカード)の提示

表現意図を伝える対話的活動 )

･下書を完成させ,お互いの文章を読み合い清書しよう｡

- ｢更新｣｢再構成｣

3次 完成した文章のよさを伝え合おう (2時間)

◎お互いの文章のよさを伝え合おう｡

･家の人に読んでもらい,感想をもらおう｡ 学習を振り返ろう｡
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3.授業の実際

(1) 野菜の本をつくりたいな

｢たんばばが,たくさん咲いていたよ｡｣

｢畑では,何をつ くっているのかな｡｣生

活科の探検で,地域の様子に目を向け,野

菜の栽培にも興味をもってきた子どもたち｡

国語の時間に,教材文 ｢たんばぼ｣ (東京書籍)を読み始めると,

ナ
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の
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っ
ち
ゃ
ん
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う

え
ま
し
た
｡
大
き
く
い
っ
ぱ

い
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
｡

水
や
り
を
わ
す
れ
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世

話
し
ま
す
｡
大
き
く
な
っ
hJ

く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
い
う

気
持
ち
で
食
べ
た
い
で
す
.

優斗さんが,｢ぼくもこういう本が作 りたい｡｣と言いはじめた｡｢他にもこういう本を作って

いきたいと思っている人いる?｣ と問いかけると,雅子さんも元気よく手を挙げた｡

雅子さんは,感受性が豊かで,素直に感動

したり仲間の言葉を敏感に受け止めたりでき

る反面,自分の伝えたいことを遠慮してしま

うところもある｡ そんな雅子さんには,与え

られた形式に沿って表現することで満足せず,

自分らしく書きたいことを広げながら表現を

高めてほしいと願った｡そして,｢文章のま

とまり｣に対する見方を,｢まとまりには同

じ種類のものが入る｣から,｢まとまりには,

同じ種類のものがつながりながら入る｣ へと

更新する姿を期待 した｡

自分たちの育てている野菜の本をつくりた

いと考えてきた子どもたちは,教材文を読ん

で,｢根の長さが百センチメ｣ トルもあった

こと｡｣ ｢花びらが百八十まいもあったこと｡｣

i,黍 -/-三㍍
§

だ',～,≡餐 芸道;L=式叢じ ぎ

事:, 祭

完立

i,

lJ

誓 (...1:(~〈

(雅子さんが見つけたモデル文A のよさ)
･葉っぱをさわってみている.

(葉っぱはさわっていないが)

･形を指で比べている

･数を数えている

･においをかいでいる｡

･茎をさわってみている｡

その他

となりのことを書いている (場所)

などに驚きながら,筆者が ｢たんばぼ｣をよく見てとらえていること

辛,根や花 ･茎などのまとまりで順序よく書いていることを読み取っ

ていった｡

｢先生も野菜の本を作ってみたんだよ｡｣

トマ トを取 り上げた本の例を提示すると,子どもたちは,興味深そ

うに見つめた｡5月のモデル文Aを読み,6月,7月の絵を見せると,

｢オー,すごい｣ ｢- 実がなってる｡｣と声があがった｡｢みんなも

先
生
の
文
章
を
見
る
と
､

細
か
く
て
､
詳
し
い
文

章
を
害
い
L
)い
る
と
思
い

ま
し
た
｡
だ
か
ら
､
わ
た

し
が
つ
く
る
野
菜
の
本
も
､

詳
し
く
て
細
か
い
本
に
し

た
い
で
す
｡

(ノ
ー
ト
)

こんな風に本を作っていきますか｡｣と声をかけると,雅子さんも力強くうなずいた｡

そこで,追求問題を ｢◎文章のよいところを見つけて,自分の文章に使えるようにしよう｡｣

と設定し,モデル文Aのよさを検討する活動を組織 した｡雅子さんは,｢さわっている ･比べ

ている ･数えている ･においをかいでいるなど｣のよさを見つけた｡

こうして,子どもたちは,説明的文章やモデル文を読み,虫めがねの見方や五感を使って観

察するとよいこと,｢花･茎･菓｣などのまとまりをつくって順序よく書 くとよいこと,構成マッ

プの書き方などを,観察文を書 く際の足場として獲得し,本作 りへの意欲を高めていった｡
､1
/

し
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(2)野菜をいろいろな見方で見て書いたよ

子どもたちは,自分が育てている野菜を観察して,構想

マップを作った｡

ナスを育てていた雅子さんは,葉っぱに手をかざしたり,

茎をさわったりしながら,見つけたことを構想マップに記

していった｡｢読み｣で獲得した観点を生かしながら野菜

の様子をとらえている姿である｡
(手と葉っぱの大きさを比べる雅子さん)

(3)新しい発見を加えたらもっとよい本になりそう

下書きを終えた子どもたちは,お互いの文章を読み合い,

見つけたよさを付董紙に書いて伝えあった｡雅子さんも ｢読

み合いっこ｣ で,｢先生の文を生かしていていいね｡ていねい

で,くわしくて,におい,形,大きさ,つぼみの数が書いてあっ

ていいね｡(一部略)｣ と付葺に書き,｢真美さんは,つぼみが

何個とか,何々が何個とか書いてあってよかったです｡｣と発

言した｡ここでも獲得した観点を意識していることが伺える｡

交流活動の後,児童の記述からいくつかの発見を紹介する

と,｢自分も見つけたい｡｣と新たな発見に意欲を見せた子ど

もたち｡早速畑に向かい,自分の新たに見つけたことを,前

に見つけたこと区別ができるように,青ペンで構想マップに

つけ加えていった｡
●●●●

友達の ｢レモンみたいなにおいでした｡｣のような発見をし

たいと考えた雅子さんは,花の様子をじっと見ている｡ ｢どこ

のことを書きたいと思っているの?｣ と聞くと,ペンでナスの

花を指す雅子さん｡しばらく考えていると,となりにいた綾

子さんが,｢星みたいな形かな｡｣とつぶやいた｡｢わたしも今

星みたいって言おうとしていたんだよ｡｣と雅子さん｡マップ

に ｢星みたい｣ と書くが,まだ満足できない様子で花を見つ

書
目
は
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
て
み
hJ

さ
わ
っ
た
り
､
比
べ
た
り
し
て
､
ナ

ス
が
ど
う
い
う
植
物
か
分
か
り
ま
し

た
｡
今
度
や
っ
て
み
た
い
｢｣
と
は
､

野
菜
の
本
を
詳
し
く
す
る
た
め
に
､

マ
ッ
プ
を
よ
く
見
hJ
､
自
分
の
野
菜

の
本
を
､
詳
し
く
わ
か
り
や
す
く
L

hJ
み
た
い
で
す
.

そ
し
て
い
い
本
を
作
り
た
い
で
す
.

(ノ
ー
ト
)

(友達と読み合いっこをする雅子さん)

めている｡｢別の方からも見てみたらいいんじゃない｡｣と声を掛けると,畑の反対側に回り込み,

再び花を見つめる｡ しばらくして,｢先生,向こうから見たらね,ラッパみたいだったんだよ｡｣
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嬉しそうに話しに来た｡表現対象である野菜を見直しより深くとら

えようとしている雅子さんである｡ 雅子さんは,葉っぱの色にも着

冒して新たな発見をし,さらによい文章にしたいと意欲を高めてきた｡

そこで,観察して新たに発見したことを複数のカードに書き,動か

しながら書き加える位置を決める場を設定した｡雅子さんは,構想マッ

プのメモをもとに5枚の付け足しカードを書き,しばらく考えて,｢ラツ
パのような花｣の発見の位置を決めた｡｢うまくつながりそ

う?｣ と聞くと,首を傾げる雅子さん｡｢自信ないの ?｣ と

尋ねると,｢うん｡｣と答えた｡葉っぱについての発見である

①と(参のカードも,葉っぱのまとまりで書くとよいことには

気づいているようだが,なかなか位置が決まらず悩んでい

る様子の雅子さん｡しばらく考えて書き入れる場所を決め

書
目
は
､
付
け
足
し

の
看

(看
ペ
ン
で
の
記

逮
)
が
十
二
個
も
書
け

た
の
で
､
享
度
は
そ
れ

を
生
か
し
hJ
､
詳
し
く

て
わ
か
り
や
す
い
本
を

作
り
た
い
で
す
｡(ノ
ー
ト
)

たが,繰り返しカードと下書きとを見比べて見直している｡ (付け足しカードを読んで考える雅子さん)

自分の決めた位置に

自信がもてていない状

況だと判断し ｢なぜそ

こに入れたのか｣理由

を伝えながら仲間と読

み合う活動を組織した｡

意図を意識しながら読

み合うことで,位置の

決め方を自分なりに見

出しながら表現してほ

しいと考えた｡

友達に ｢①のカー

ドは葉っぱのことを書いて,③のカードも葉っぱのことだから,

葉っぱのところに入れた｡●｣ と説明する雅子さん｡すると ｢③の

ところはいいけど,① (を@の次に入れるの)は,後からくっ

つけたみたいで少しおかしいよ｡｣と言われ,もう一度考え始めた｡

｢3つの文 (③①@)に書いたことは全部違うことだから-
これでいいのかなあ｡｣とつぶやく雅子さん｡教師が ｢全部違 (友達とカードを読み合う雅子さん)

うことなの?｣と聞くと,また下書きと付け足しカードとを読み比べ,③の次に①を入れた｡｢ど

うして③の次に①にしたの｡｣と尋ねると,｢どちらも黄色のことで,③は小さい時で,①は大

きくなってからのことだから｡｣と答える雅子さん｡ ｢葉っぱについてのまとまり｣だけでなく,

｢そのまとまりの中の色や順序をとらえ,文と文の意味のつながり｣にも目を向けて書き加え

ることができた｡

｢まとまりには同じ種類のものが入る｣から ｢まとまりには,同じ種類のものが,似ている

部分や時間の順序などでつながりながら入る｣-と更新された姿である｡
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改めて仲間に読んでもらうと,｢その場所でいいと思うよ｡｣と言われ,丁よかった｡｣ とうれ

しそうな雅子さん｡｢花 ･茎 ･葉っぱ｣ としてのまとまりをつくって書くという既習の知識と,

内容の共通性や時間的な順序など,文と文のつながりを考えることとを関係づけ,新たに見つ

けた野菜の様子を加えながら,表現を再構成した｡

(4) やさいがどんどん大きくなって,すてきな本も完成だ

5月のページを完成させた雅子さんは,お母さんやお

じいさんから感想を書いてもらい,うれしそうにしてい

た｡また,仲間からも ｢みんなが書いていないところま

で詳しく書いてあっていいよ｡｣ とはめられ,自分の観察

文のよさを自覚していった｡

子どもたちは, 6月,7月と観察を続け,野菜の本を

完成させていった｡6月には,5月との比較や思ったことの表現を加えるとよいことを新たな観

点として加えた｡更に7月では,5月6月の観察を読み返し,時間の経過と野菜の変化を考えて

表現した｡雅子さんは,5 月の2倍ほどの字数で7月の本を書き上げた｡

｢たんばぼ｣の読み取りで,小さくまとまったマップを書いていた雅子さん｡なすの観察を

繰り返していく中で,構成マップには,新たな発見がどんどんつけ加えられていった｡対象を

見直しながらモデル文の書き方に固執することなく表現を広げ,よりよい文章に高めていくこ

との価値をとらえはじめてきている雅子さんである｡

4. 実践を振り返って

○ 子どもたちは,｢読み｣を通して,内容 (表現対象)-の興味関心を高める｡ そして,表現

への着目からよさとしてとらえた観点を,自分の表現に取り入れていく｡

○ 構成マップや下書き,付け足しカードなど,表現された具体物を用い,表現意図を伝えなが

ら対話的活動を行うことは,表現の高まりにつながる ｢更新｣｢再構成｣ をうながす｡

○ 獲得した観点の意義や学習の成果-の自覚を促し,学びの価値を意識づける働きかけを探っ

ていく必要がある｡ (多田 和幸)
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Ⅱ-2 実践の概要 (読むこと)

第6 学年 ｢受け取ろう!考えよう!夢をもって生きる人からのメ､ソセージ｣
1.自力読みの観点を獲得して内容を深くとらえ,理解の高まりを求め続けようとする学び
本単元では,1学期の総合学習 ｢夢をもって生きる｣との関連を図りながら,｢マザー･テレサ｣
(東京書籍5年下)｢宮沢賢治｣(東京書籍6年下)｢イーハ ト-ブの夢｣ (光村図書6年下)｢夢に
向かって-モンゴメリー伝記-｣(学校図書 6年上)｢手塚治虫は生きている｣(平成12 年版学校
図書6年上)｢田中正造｣ (教育出版6年下)｢みすゞさがしの旅｣ (教育出版5年上)などの教科
書教材を取り上げる｡ 子どもたちが,これらの伝記を読み,その中から自分のお気に入りの伝記

を選ぶことを通して,読む意欲を高めていく｡

本単元では,一人一人が深く思考することで,深く伝記を読み,理解することを願った｡まず,

共通教材 ｢マザー ･テレサ｣について意味マップを書いて自力で読み取った後,仲間との対話的

活動を組織する｡ その中で,その後の追求の足場となる｢一番心に響く言葉･作品の構成｣等の｢自

力読みの観点｣の用い方を獲得する｡ 次に,これらの観点を用いて自分のお気に入りの伝記につ

いても自力で読み取った後,グループや学級全体で仲間との対話的活動を組織する｡その中で,｢-
番心に響く言葉｣には,作者のどんな思いが込められている

のか,そのためにどんな ｢作品の構成｣で作者は伝えようと

しているのかを考えていく｡ これらの学習活動を通して,自

力読みの観点の用い方等の ｢読み方に対する見方｣を更新し,

自分のお気に入りの伝記についての ｢読み取りを再構成｣す

る｡ その中で,自力読みの観点を獲得して内容を深くとらえ,

理解の深まりを求め続けようとする姿を期待する｡

2. 単元の構想
(1)単元の目標

｢一番心に響く言葉｣ ｢作品の構成｣を考えると伝記の内容がよくわかることを理解し,主人
公の生き方や信念のすぼらしさについて感想を深めながら読むことができる｡

(2)追求の構想 (全14時間)

-27-



3.授業の実際

(1) 共通教材で自分のお気に入りの伝記を詳しく読む方法を知りたい

智夫さんは,作品について仲間の感想を聞きながら,

自分の考えと合わせて考えていくことができるよさがあ

る｡ この学習を通じて,自分の読みの根拠をしっかりも

ち,こだわりをもちながら読み深めてほしい｡その中で,

伝記を深く読むことのよさに気づいてほしいと願った｡

子どもたちに,教科書教材となっている伝記を配布す

るとすぐに,配布された作品を集中して読みはじめた｡

智夫さんは,｢鉱毒のおそろしさを命をかけて訴えて
<伝記作品を読む子どもたち>

いるところがすごい｡｣と発言し,｢田中正造｣を自分のお気に入りの作品として選んだ｡子ど

もたち一人一人が自分のお気に入りの伝記を決めた後,智夫さんは,｢伝記の文にかくされて

いる意味を知りたい｡｣と発言した｡他の子どもたちも｢伝記の内容をもっと詳しく知りたい｡｣

と発言した｡そこで,子どもたちと学習の進め方について話し合った｡

①自分のお気に入りの伝記を詳しく読むために,共通教材 ｢マザー･テレサ｣で読み方を

学習する｡

※意味マップを書く｡ -仲間とグループや全体で話し合う対話的活動を行う｡

②自分のお気に入りの伝記を詳しく読む｡※意味マップ-対話的活動

③学習のまとめとして感想をまとめ,お家の人に伝える｡

まず,共通教材 ｢マザー･テレサ｣を読み深めるために ｢自力読みの観点一覧表｣ を配布した｡

これまでの学習で用いてきた観点である ｢登場人物 ･場面 ･あらすじ･題名の意味｣と,この

学習で新和 こ学習する観点 ｢自分との比較 ･一番

心に響く言葉｣から意味マップにたくさん書き込

みをした智夫さん｡他の子どもたちも教科書を繰

り返し読み返しながら,意味マップに書き込んだ｡

その後,｢マザー ･テレサ｣の感想を話し合う

と,麻美さんが ｢なぜ貧しい人は美しいと言った

のか｡｣ と発言した｡｢他の疑問もこのことを考え

るとわかりそうだ｡｣ と他の子どもたちも賛成し

た｡そこで,以下の追求問題を設定した｡

◎ ｢貧しい人は美しい｣ という言葉には
テレサのどんな思いが込められているか｡

まず,4人グループでの対話的活動を行った｡

智夫さんは,｢貧しい人々の心の温かさを表して

いる｡｣｢自分たちの米が足りなくても,別の家族

にも分け与えるというやさしさが,貧しい人々の

心の中にある｡｣と発言した｡
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学級全体での話し合いを行うと,｢貧しい人は自分のことだけでなく,他の貧しい人のこと

も考えている｡｣｢貧しい人なのに温かい心がある｡｣｢貧しい人しかもっていないものがある｡｣

｢優しさ,思いやりの心が美しい｡｣｢わずかな米を分け合って支え合っていることが美しい｡｣

という意見が,次々と子どもたちから出された｡

これらの発言を聞いた後,智夫さんは,｢テレサは,貧しい人がやっているから貧しい人に

代わってその賞を受けている｡ だから,普段着の白いサリーを着て出席したんだ｡｣と発言した｡

この時間の振り返りを次のようにノートに書いた｡

この時間の話し合いの中で,図書室にある ｢マザー･テレサ｣について書かれた本の内容を

もち出してきた子どもがいた｡その発言に対して和之さんは,｢作者によって重要なところが違

うのではないか｡｣と発言した｡そこで,次の時間に,他の伝記を読んで,比べてみることにした｡

･｢貧しい人が美しい｣と東京書籍版に善い ④希望の家

この他にも,たくさんの違いを見つけていた｡これらの話し合いを通じて,子どもたちは,

書き手によって,書く順序や内容が違うこと,書くポイントが違うことが,｢作品の構成｣に

表れていることに目を向けていった｡

智夫さんは,次のようにここまでの学習を振り返ってノートに書いた｡

自力読みの観点 ｢一番心に響く言葉｣と ｢作品の構成｣を関連させて考えることで伝記を深

く読めるという足場となる見方 ･考え方を獲得し,自分のお気に入りの伝記を学習すること-

の意欲を高めた智夫さんである｡

(2)意味マップと対話的活動で自分のお気に入りの伝記を詳しく読もう

学習の進め方に立ち戻りながら,教師が,どのように学習して

いきたいかを尋ねると,子どもたちは,『マザー･テレサ』と同

じようなやり方で読んでみたい｡｣と発言してきた｡

そこで,お気に入りの作品について ｢マザー･テレサ｣で役立っ

た自力読みの観点を用いながら意味マップに自分の感想をまとめ

てみることにした｡智夫さんは,｢一番心に響く言葉･作品の構成･ <意味マップを書く智夫さん>

感動したところ･不思議に思ったこと｣の4つの観点から自分の考えを意味マップに書き込んだ｡
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その後,自分がお気に入りの伝記を読むために用いた自力読みの観点について話し合った｡

すると,智夫さんは,｢作品の構成｡そして,

一番心に響く言葉で,作品の伝えたいことや作

品のよさがわかった｡｣と発言した｡他の子ど

もたちは ｢一番心に響く言葉を中心に,段落を

考えていくと,内容がよくわかる｡｣と発言した｡

そこで,追求問題を,以下のように設定した｡

◎お気に入りの伝記の｢一番心に響く言葉｣に

は主人公のどんな思いが込められているか｡

意味マップの中央部分に自分の読みを書いた｡

智夫さんは,この時間の学習を下のように振り

返った｡

ハヽ

~し..lt､ 主節.嬉75等､

自力班みゐ観点=ノ作言en欄俊.

<智夫さんの｢マザー･テレサ｣の意味マップ>

(3) 同じ作品を選んだ仲間と対話的活動をしてアドバイスし合おう

智夫さんは,グループの仲間と,心に響く言葉には,主人公のどんな思いが込められている

｢一番心に響く言葉｣をもとに主人公の思いを考えるための話し合いが混乱している状況だ

と判断した｡教師は,グループの中で ｢正義をつらぬくことがいいことだ｣という主題に目を

向けている司さんの考えを取り上げ,まず,この作品の主題について話し合うように促した｡

すると,智夫さんや司さんはグループで次のように話し合った｡
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その後,グループで話し合った内容について学級全体で話し合った｡｢グループの仲間の理

由を聞いて,今までは理由がはっきりしなかったけれど,一致しているところは,『正義をつ

らぬくところ』だと思った｡理由は,天皇への直訴など重い罪になっても必ずやり遂げようと

したことで,農民の心に残っていると思うからだ｡｣と発言した智夫さん｡ 仲間の発言を聞い

た後,｢正造の伝えたいことがわかったことで自分の疑問が解決した｡｣と発言した｡

この時間の振り返りで智夫さんは次のように記述した｡

<学習を振り返る智夫さん>

｢一番心に響く言葉｣をもとに,仲間の作品の主題について話し合う中で,｢『一番心に響く言葉』
と『作品の構成』を考えると主人公の思いがよくわかる｣から｢『一番心に響く言葉』『作品の構成』
と 『作品の主題』を関連させて考えると主人公の思いがよくわかる｣と,読み方に対する見方

を更新し,田中正造のすぼらしさについての読み取りを再構成した智夫さんであった｡

(4) 自分のお気に入りの伝記や他の伝記を読んで考えた学習を振り返ろう

その後,図書室にある伝記を読んだ｡学習のまとめとして,この学習で学んだことを下のよ

うに作文に書いた｡この学習で学んだ自力読みの観点の ｢文章構成｣を生かし,起承転結を考

えながら書くことにした｡書いたものを保護者に読んでもらいコメントをもらった｡

<智夫さんが書いた作文>

智夫さんはこの学習全体を以下のようにプリントに記述して振り返った｡

-31 -



自力読みの観点を活用し,自分なりの解釈にこだわって追求した智夫さん｡仲間と自分の読

みを交流したり,保護者に自分の学習したことを伝え,保護者から評価してもらったりしたこ

とで自力読みの観点を用いることのよさを自覚し,学んだことを次の単元で生かしていこうと

意欲を高めていった智夫さんである｡

4. 実践を振り返って

○ 更新を図るには,その子に応じた更新のポイントを教師が明確にプランしておくことが大切

である｡ 智夫さんは ｢グループ対話-教師の働きかけによるグループのメンバーの気づき (主

題)の顕在化-グループ対話｣と学習を進める中で読み深める姿が見られた｡

O ｢意味マップ-の記述-グループ対話一気づいたことの意味マップへの書き足し｣という流
れで意味マップに書き込んだが,書き足しは僅かであった｡思考の方略としての意味マップを

自分の読みのベースとして位置づけるだけでは不十分である｡ 常に話し合いでの気づきを書き

込めるように,意味マップの中央部分を付隻紙のような形式にするなど,自分の思考の過程が

わかるように工夫することが必要である｡

(佐藤 浩一)

Ⅲ 成果と課題

<成果> 更新を図るためには,.モデル文の提示や対話的活動を位置づけると共に,その子に応

その子の ｢更新｣が図られるためには,対話的活動を通して新たな学習内容に対する気づきが必

要である｡ その際,意味マップや構想マップ,発見したことのカード操作など,その子の思考の過

程が自覚できるようにしたり,対話的活動で自他の考えの異同に気づきやすくするために話題を整

理してあげたりするなどの働きかけが大切である｡

問いの解決を通しての自分の学び ･成長の自覚が不可欠である｡ 学びの振り返りや評価を大切に

する｡ 単元に位置づけられた言語活動や観点を活用した意義をより意識づけていくための方法を蓄

積していきながら､改善を図る必要がある｡
ci
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